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発言する戸井氏＝2025年11月26日、大阪市内

北
大
阪
地
区

口
腔
機
能
発
達
不
全
症
へ
の
対
応
も
解
説

予
防
歯
科
は
妊
婦
歯
科
診
療
か
ら

２
０
２
５
年
大
阪
府
交
渉　

続
報

全
国
一
高
い
国
保
料 

府
の
姿
勢
に
矛
盾
く
っ
き
り

　

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の

会
は
「
寒
い
季
節
の
女
性
医

療
―
冷
え
か
ら
考
え
る
漢
方

ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
２
０
２
５

年
11
月
29
日
に
開
催
し
、
会

場
と
Ｗ
ｅ
ｂ
で
合
計
67
人
が

参
加
し
た
。
講
師
の
二
宮
典

子
氏
は
大
阪
市
内
で
女
性
泌

尿
器
科
を
標
榜
す
る
一
方
、

漢
方
医
、
医
療
系
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
と
い
っ
た
多
彩
な

肩
書
を
お
持
ち
で
あ
る
。
今

回
、
冷
え
か
ら
く
る
女
性
特

有
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
解

説
い
た
だ
い
た
。
東
洋
医
学

で
は
体
を
構
成
す
る
基
本
的

な
要
素
を
「
気
」「
血
」

「
水
」
と
し
て
お
り
、
二
宮

氏
は
そ
の
要
素
ご
と
に
メ
カ

ニ
ズ
ム
、
処
方
、
養
生
に
違

い
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
上

で
、
患
者
の
体
質
を
見
極
め

る
こ
と
が
必
要
と
強
調
。
主

訴
ご
と
に
具
体
的
な
対
処
法

対
応
（
一
部
）
を
行
な
っ
て

お
り
、
子
育
て
中
の
多
忙
な

先
生
方
に
も
積
極
的
な
利
用

を
呼
び
か
け
た
い
。
案
内
に

保
育
の
記
載
が
な
い
場
合

も
、
要
望
を
受
け
て
対
応
で

き
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
事

務
局
ま
で
一
度
問
い
合
わ
せ

を
。

 

（
世
話
人
・
中
嶋
信
子
）

　女性医師・歯科医師の会は、年間通じ多
彩なテーマで講演会を開催している。毎月
の世話人会では医師として、女性としての
様々な話題に花が咲き、会話の中からいろ
いろなヒントを得ることができる。会員で
あればどなたでも参加いただけるため、関
心のある先生はぜひ一度足を運ばれたい。
 世話人一同

保
険
料
だ
け
高
く

保
険
料
だ
け
高
く

サ
ー
ビ
ス
は
後
退

サ
ー
ビ
ス
は
後
退

　

協
会
は
２
０
２
５
年
11
月
26
日
に
大
阪
府
へ
の
交
渉
を

実
施
し
た
（
12
／
15
付
既
報
）。
今
号
で
は
府
下
統
一
国

保
と
子
ど
も
医
療
費
助
成
を
め
ぐ
り
、
大
阪
府
の
「
公
平

性
」
論
の
問
題
点
を
中
心
に
報
道
す
る
。

　

大
阪
府
の
国
保
行
政
を
め

ぐ
り
、
矢
部
あ
づ
さ
副
理
事

長
は
八
尾
市
や
東
大
阪
市
な

ど
、
住
民

運
動
に
よ

っ
て
築
か

れ
て
き
た

一
部
負
担

金
減
免
制

度
が
、
２

０
２
４
年

に
府
統
一

化
の
名
の

下
に
廃
止

さ
れ
た
問

題
を
指
摘

　

２
０
２
５
年
10
月
23
日
、

協
会
の
共
闘
団
体
で
あ
る
、

原
発
ゼ
ロ
の
会
・
大
阪
の
主

催
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
視
察

会
が
あ
り
、
参
加
。「
宝
塚

す
み
れ
発
電
」
と
「
西
谷
ソ

ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
を

見
学
し
た
。
す
み
れ
発
電

は
、
宝
塚
市
内
の
市
民
が
立

ち
上
げ
た
発
電
所
で
あ
る
。

ー
ト
し
、
市
民
農
園
で
の
ソ

ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
市
民
発

電
所
は
地
域
の
産
業
を
増
や

す
こ
と
に
つ
な
が
り
、
地
域

で
お
金
を
回
す

仕
組
み
を
作
る

た
め
、
行
政
の

「
補
助
金
以
外

の
支
援
策
」
は

無
い
か
も
調
べ

た
そ
う
だ
。
な

い
な
ら
作
っ
て

も
ら
お
う
と
補

助
金
作
り
の
提

案
に
も
取
り
組

む
。

　

再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
町

づ
く
り
に
取
り

ま
ず
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
す
す
め
る
宝

塚
」
が
設
立
し
、
兵
庫
県
・

宝
塚
市
の
行
政
に
働
き
か

け
、
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ

こ
う
べ
と
事

業
者
と
が
連

携
し
、
非
営

利
型
株
式
会

社
宝
塚
す
み

れ
発
電
と
な

っ
た
。
は
じ

め
は
、
「
と

り
あ
え
ず
み

ん
な
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
作

る
」
を
目
標

に
、
手
作
り

市
民
発
電
所

作
り
が
ス
タ

組
ん
で
い
く
と
、
関
わ
る
人

が
増
え
、
市
民
・
行
政
・
学

校
・
団
体
や
企
業
な
ど
と
連

携
す
る
こ
と
に
も
な
り
、
町

の
大
き
な
活
性
化
に
つ
な
が

る
。
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
と
は
、
農
地
に
ソ
ー
ラ
ー

（
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
）

を
設
置
し
て
、
農
業
と
発
電

事
業
を
両
立
さ
せ
る
と
い
う

も
の
だ
。
農
業
の
推
進
に
も

な
る
。
売
電
収
入
に
よ
り
安

定
し
た
農
業
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
の
市
民
発
電
所
づ

く
り
と
同
時
に
、
ソ
ー
ラ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
地
域
に
普

及
さ
せ
れ
ば
電
気
の
地
産
地

消
も
夢
で
は
な
い
。

 

（
八
尾
市
・
矢
部
あ
づ
さ
）

冷えからくるトラブルに
どう向き合う　　　　　

し
た
。
戸
井
逸
美
副
理
事
長

は
、
所
得
２
０
０
万
円
の
４

人
家
族
で
、
年
間
45
万
６
千

円
に
も
な
る
府
の
統
一
国
保

料
の
試
算
を
示
し
、「
医
療

ア
ク
セ
ス
の
地
域
格
差
な

ど
、
給
付
が
不
統
一
な
の
に

全
国
一
高
い
統
一
保
険
料
だ

け
が
残
り
、
制
度
と
サ
ー
ビ

ス
は
後
退
し
て
い
る
」
と
強

く
批
判
し
た
。

「
加
入
者
の
せ
い
」

「
加
入
者
の
せ
い
」

批
判
批
判

　

高
い
保
険
料
の
理
由
を
問

う
協
会
に
対
し
、
府
側
は

「
収
納
率
が
低
い
」「
所
得

水
準
が
相
対
的
に
低
い
」
な

ど
と
回
答
。
小
澤
力
理
事
長

は
、「
所
得
が
低
い
か
ら
国

保
料
が
高
い
と
い
う
の
は
、

被
保
険
者
に
責
任
を
転
嫁
す

る
発
想
だ
」「
収
納
率
の
低

さ
も
加
入
者
の
せ
い
に
す
る

の
は
お
か
し
い
」
と
厳
し
く

指
摘
、
制
度
設
計
の
不
公
平

さ
を
批
判
し
た
。

子
ど
も
医
療
費

子
ど
も
医
療
費

大
都
市
圏
も
無
償

大
都
市
圏
も
無
償

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
で

は
、
高
槻
市
が
今
年
４
月
か

ら
窓
口
負
担
の
完
全
無
償
化

を
実
施
し
た
一
方
、
大
阪
府

は
「
１
日
５
０
０
円
、
月
２

回
ま
で
」
の
自
己
負
担
を
維

持
。
斎
賀
史
郎
理
事
は
「
愛

知
県
な
ど
大
都
市
圏
で
も
全

県
無
償
は
可
能
で
、
自
己
負

担
ゼ
ロ
だ
か
ら
と
言
っ
て
過

剰
受
診
は
現
場
で
は
起
き
て

い
な
い
。
少
子
化
対
策
と
し

て
も
無
償
化
を
進
め
る
べ
き

だ
」
と
訴
え
た
。
府
は
制
度

見
直
し
に
消
極
的
な
姿
勢
を

崩
さ
な
か
っ
た
。

府
独
自
の
補
助
金

府
独
自
の
補
助
金

は
低
水
準

は
低
水
準

　

物
価
高
騰
対
策
と

し
て
国
が
都
道
府
県

に
交
付
し
て
い
る
医

療
機
関
向
け
交
付
金

に
つ
い
て
、
冨
本
昌

之
副
理
事
長
が
、
全

国
の
補
助
金
額
の
中

央
値
（
歯
科
診
療
所

１
件
あ
た
り
６
・
８

万
円
）
と
比
べ
て
大

阪
府
（
３
万
円
）
は

低
水
準
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
府
独
自
の

補
助
金
を
増
や
す
よ

う
要
請
。
さ
ら
に
協

会
は
、
府
が
繰
り
返
し
て
き

た
「
医
療
機
関
数
が
多
い
た

め
１
件
当
た
り
の
補
助
金
が

少
な
く
な
る
」
と
い
う
説
明

に
つ
い
て
、
国
が
医
療
機
関

数
を
考
慮
し
て
交
付
額
を
算

定
し
て
い
る
制
度
の
実
態
と

合
致
し
て
い
な
い
と
批
判
し

た
。

は
、
社
会
保
険
料
抑
制
の
た

め
医
療
給
付
費
削
減
を
推
進

し
て
い
る
。
地
方
で
も
国
で

も
「
負
担
増
と
給
付
抑
制
」

を
進
め
る
維
新
政
治
の
矛
盾

が
、
今
回
の
交
渉
で
一
層
鮮

明
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
子

ど
も
医
療
費
助
成
で
は
努
力

す
る
基
礎
自
治
体
に
よ
っ
て

　

滝
川
氏
は
①
年
８
０
０
人

出
産
す
る
産
婦
人
科
を
併
設

す
る
歯
科
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
②
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
心

身
へ
の
影
響
と
妊
娠
の
口
腔

内
変
化
③
歯
周
病
と
不
妊
病

と
の
関
連
④
歯
科
診
療
と
禁

煙
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
⑤
〝
マ

イ
ナ
ス
１
歳
〞
か
ら
の
最
も

理
想
的
な
う
蝕
予
防
⑥
乳
幼

児
歯
科
健
診
で
押
さ
え
て
お

歯
科
の
す
す
め
」
を
テ
ー
マ

に
、
吹
田
市
内
で
講
演
会
を

開
き
、
20
人
が
参
加
し
た
。

　

北
大
阪
地
区
は
２
０
２
５

年
12
月
６
日
、「
妊
娠
期
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
親
子
予
防

安
心
し
て
受
診
で

安
心
し
て
受
診
で

き
る
医
療
制
度
へ

き
る
医
療
制
度
へ

　

府
民
に
は
全
国
一
高
い
国

保
料
を
求
め
、
医
療
費
助
成

で
も
他
の
都
道
府
県
に
見
劣

り
す
る
自
己
負
担
付
き
制
度

に
留
ま
り
な
が
ら
、
府
知
事

で
あ
る
吉
村
氏
は
国
政
で

変
化
も
生
ま
れ
て
い
る
。
府

の
回
答
か
ら
、
基
礎
自
治
体

か
ら
も
、
府
の
高
額
国
保
料

を
問
題
視
す
る
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
窺
え
た
。

協
会
は
、
引
き
続
き
、
誰
も

が
払
え
る
国
保
料
、
安
心
し

て
受
診
で
き
る
医
療
制
度
の

実
現
を
求
め
て
い
く
。

く
ポ
イ
ン
ト
⑦
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
口
腔
機
能
発
達
不
全
症
に

対
応
―
―
が
診
療
指
針
で
、

特
に
、
妊
婦
の
禁
煙
と
〝
マ

イ
ナ
ス
１
歳
〞
か
ら
の
定
期

健
診
の
重
要
性
を
強
調
さ
れ

た
。

　

ス
ラ
イ
ド
動
画
で
は
、
妊

婦
の
喫
煙
で
胎
児
の
心
音
が

止
ま
っ
た
り
不
規
則
音
が
聞

こ
え
る
様
子
が
は
っ
き
り
分

か
っ
た
。
妊
婦
本
人
を
含

め
、
パ
ー
ト
ナ
ー
や
周
り
の

人
も
禁
煙
す
る
重
要
性
を
強

調
し
て
い
た
。

 

（
箕
面
市
・
久
保
隆
夫
）

地域循環共生圏ですすめる
行政と市民の取り組み　　

宝塚すみれ発電と西谷ソーラーシェアリング

参
加
レ
ポ
ー
ト

講
師
は
岡
山
大

学
臨
床
教
授
で

も
あ
り
、
岡
山

市
で
三
宅
ハ
ロ

ー
歯
科　

小
児

歯
科
・
矯
正
歯

科
を
開
業
す
る

滝
川
雅
之
氏
。

―女医の会が講演会
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所得（左軸）

国保料（右軸）

国民健康保険 加入者１人あたりの国保料と所得 大阪府
（年間：単位万円）

女性医師・歯科医師の会へ女性医師・歯科医師の会へ
あなたもあなたも

二宮氏 滝川氏

を
解
説
し
た
。

講
演
後
の
懇
親

会
で
は
男
性
医

師
の
参
加
も
見

ら
れ
、
和
や
か

に
懇
談
し
た
。

　

協
会
で
は
講

習
会
で
の
保
育


